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このドキュメントの使用法

このインストールガイドでは、Windowsオペレーティングシステムのインストール
方法と、Sun Server X3-2をOracleから構成および使用できる状態にするためのソフト
ウェアの初期構成に関する手順について説明します。

注 – Sun Server X3-2は以前は Sun Fire X4170 M3サーバーという名前でした。この旧名
がまだソフトウェアに表示されている場合があります。新しい製品名は、システム
機能の変更を示すものではありません。

このドキュメントは、技術者、システム管理者、承認サービスプロバイダ (ASP)、お
よびオペレーティングシステムのインストールについての経験を持つユーザーを対
象としています。

このセクションでは、最新のソフトウェアとファームウェア、ドキュメントと
フィードバック、およびサポートとアクセシビリティー情報の入手方法を説明しま
す。

■ 5ページの「最新のソフトウェアとファームウェアの入手」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 6ページの「関連ドキュメント」
■ 6ページの「フィードバック」
■ 7ページの「サポートとアクセシビリティー」

最新のソフトウェアとファームウェアの入手
各Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシ用
のファームウェア、ドライバ、その他のハードウェア関連ソフトウェアは定期的に
更新されます。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。

■ Oracle System Assistant – Oracle x86サーバーの出荷時にインストール済みの新規オ
プションです。必要なすべてのツールとドライバが含まれており、サーバーに組
み込まれています。

■ My Oracle Support: http://support.oracle.com
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■ 物理メディアの申請

詳細は、57ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参照して
ください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。情報は (オ
ンラインヘルプと同様の)トピック単位の形式で提供されるので、章、付録、セク
ション番号はありません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDF版を生成するには、HTMLページの左上隅にある PDFボタンをク
リックします。

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracleドキュメント http://www.oracle.com/documentation

Sun Server X3-2 http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2

Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Management Pack
2.2

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp

フィードバック
次のサイトでこのドキュメントについてのフィードバックをお送りいただけます:

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

このドキュメントについて
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サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子的
なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

サポートとアクセシビリティー
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Microsoft Windows Server 2008オペ
レーティングシステムのインストールに

ついて
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注 –サーバーは以前は Sun Fire X4170 M3サーバーという名前でした。この旧名がまだ
ソフトウェアに表示されている場合があります。新しい製品名は、システム機能の
変更を示すものではありません。

このセクションでは、サーバーに新しいMicrosoft Windows Server 2008オペ
レーティングシステム (OS)をインストールする手順の概要を説明します。

説明 リンク

Windowsオペレーティングシステムのインス
トール手順について学習します。

10ページの「Windows OSをインストールする場
合のタスクマップ」

サポートされているWindowsオペレーティン
グシステムについて学習します。

11ページの「サポートされているWindowsオペ
レーティングシステム」

SAS HBAのストレージドライバ要件について
学習します。

12ページの「Windows Server 2008 SP2用の LSI大
容量ストレージドライバを必要とする SAS PCIe
HBA」

コンソール表示オプションとそれらの設定方
法について学習します。

13ページの「コンソール表示オプションの選択」

ブートメディアオプションとそれらの設定方
法について学習します。

15ページの「ブートメディアオプションの選択」

インストール先オプションとそれらの設定方
法について学習します。

17ページの「インストール先オプションの選択」

オペレーティングシステムのインストールオ
プションについて学習します。

18ページの「Windows OSのインストールオプ
ション」

Oracle System Assistantについて学習します 21ページの「Oracle System Assistantの概要」

関連情報
■ 31ページの「Windows Server 2008オペレーティングシステムのインストール」

Windows OSをインストールする場合のタスクマップ
次の表は、Windows Serverオペレーティングシステムをインストールするための手順
の一覧と説明を示します。

関連情報
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手順 説明 リンク

1. サーバーハードウェアを設置し、Oracle ILOMサービスプロ
セッサを構成します。

■ 『設置』、「サーバーのラックへの設置」
■ 『設置』、「サーバーの配線」
■ 『設置』、「Oracle ILOMへの接続」

2. Windowsインストールメディアを取得します。 http://www.microsoft.com/

windowsserver2008/en/us/

product-documentation.aspx

3. 製品の注意事項を確認します。 『Sun Server X3-2プロダクトノート』: http://
www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2

4. インストールの実行に使用するコンソール、ブートメ
ディア、インストール先を設定します。

■ 13ページの「コンソール表示オプションの
選択」

■ 15ページの「ブートメディアオプションの
選択」

■ 17ページの「インストール先オプションの
選択」

5. BIOSを確認し、必要に応じて構成します。 25ページの「BIOSの設定」

6. Windows OSをインストールします。 ■ 32ページの「Oracle System Assistantを使用
したWindows Server 2008の単一システムへ
のインストール」

■ 37ページの「ローカルまたはリモートのメ
ディアを使用したWindows Server 2008 (SP2
またはR2 SP1)のインストール」

■ 49ページの「PXEネットワークブートを使
用したWindows Server 2008 (SP2またはR2
SP1)のインストール」

7. インストール後のタスクを適宜実行します。 53ページの「Windows Server 2008のインス
トール後のタスク」

関連情報
■ 25ページの「オペレーティングシステムのインストールの準備」

サポートされているWindowsオペレーティングシステム
サーバーは、次のMicrosoft Windowsオペレーティングシステムをサポートしていま
す。

サポートされているWindowsオペレーティングシステム
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Windows OS 版

■ Windows Server 2008 SP2 ■ Standard Edition (64ビット)
■ Enterprise Edition (64ビット)
■ Datacenter edition (64ビット)

■ Windows Server 2008 R2 SP1 ■ Standard Edition (64ビット)
■ Enterprise Edition (64ビット)
■ Datacenter edition (64ビット)

さらに、サポートされているその他のオペレーティングシステムや仮想マシンを
サーバーにインストールすることもできます。サーバーでサポートされているオペ
レーティングシステムの完全な一覧については、最新バージョンの『Sun Server X3-2
プロダクトノート』(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=SunServerX3-2)を
参照して更新情報を確認してください。

関連情報
■ 31ページの「Windows Server 2008オペレーティングシステムのインストール」

Windows Server 2008 SP2用の LSI大容量ストレージドライ
バを必要とする SAS PCIe HBA

次の表に、このドキュメントの発行時点にサーバーでサポートされている SAS PCIe
ホストバスアダプタ (HBA)オプションを示します。サーバー上にこれらの SAS PCIe
HBAオプションのいずれかを構成し、Microsoft Windows Server 2008 SP2をインス
トールする場合は、PCIe HBAオプション用の LSI大容量ストレージドライバを読み
込む必要があります。この LSI大容量ストレージドライバは、内蔵Oracle System
Assistant USBフラッシュドライブで使用でき、Oracle System Assistantにはこれを読み
込むためのツールが用意されています。

表 1 大容量ストレージドライバを必要とする、サポートされている SAS PCIe HBA

サポートされている SAS PCIe HBA オプション番号 インストール中に必要なドライバ

Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBA
(内蔵)

SG-SAS6-R-INT-Z LSI MegaRAID SAS 92xx-xx

Sun Storage 6 Gb SAS PCIe HBA (内蔵) SG-SAS6-INT-Z LSI Adapter SAS 2008 Falcon

Sun Storage 6 Gb SAS PCIe HBA (外付
け)

SG-SAS6-EXT-Z LSI Adapter SAS 2008 Falcon

Windows Server 2008 SP2用の LSI大容量ストレージドライバを必要とする SAS PCIe HBA
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Windows Server 2008 SP2のインストール中に LSI大容量ストレージドライバを読み込
む手順については、37ページの「ローカルまたはリモートのメディアを使用した
Windows Server 2008 (SP2またはR2 SP1)のインストール」の手順 8を参照してくださ
い。

サーバーに内蔵Oracle System Assistant USBフラッシュドライブが搭載されていない
場合は、LSI大容量ストレージドライバを含む ISOイメージをダウンロードできま
す。ダウンロード手順については、57ページの「サーバーファームウェアとソフト
ウェアの入手」を参照してください。

コンソール表示オプションの選択
このセクションでは、インストールを実行するためのコンソールへの接続オプ
ションについて説明します。

■ 13ページの「コンソール表示オプション」
■ 13ページの「ローカルコンソールを設定する」
■ 14ページの「リモートコンソールを設定する」

コンソール表示オプション
ローカルコンソールをサーバーのサービスプロセッサ (SP)に直接接続することによ
り、OSのインストールやサーバーの管理を実行できます。サーバーでは、2種類の
ローカルコンソールをサポートしています。

■ シリアル管理ポート (SER MGT)に接続された端末
端末を、ポートに直接接続することも、ポートに直接接続した端末エミュレータ
に接続することもできます。

■ ビデオポート (VGA)と 2つの背面USBコネクタに直接接続したVGAモニ
ター、USBキーボード、およびUSBマウス

サーバー SPへのネットワーク接続を確立することにより、リモートコンソールから
OSのインストールやサーバーの管理を行うこともできます。2種類のリモートコン
ソールがあります。

■ Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用したWebベースのクラ
イアント接続

■ ネットワーク管理ポート (NET MGT)への SSHクライアント接続

▼ ローカルコンソールを設定する
ローカルコンソールに接続するには、次のいずれかを行います。1

コンソール表示オプション
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■ 直接または端末エミュレータを介して、シリアル管理ポート (SER MGT)に端末を
接続します。

■ VGAモニター、キーボード、およびマウスをビデオポート (VGA)およびUSB
ポートに接続します。

シリアル管理ポート (SER MGT)接続の場合のみ、ホストシリアルポートへの接続を確
立するには:

a. Oracle ILOMのユーザー名およびパスワードを入力します。

b. Oracle ILOMログインプロンプトで、次のように入力します:

-> start /HOST/console

シリアル管理ポート出力は、Linuxホストシリアルローカルコンソールに自動的に
ルーティングされます。

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

▼ リモートコンソールを設定する

サーバー SPの IPアドレスを表示または設定します。

手順については、『設置』の「サーバー SPの IPアドレスの確認」を参照してくださ
い。

Webベースのクライアント接続を使用している場合は、以下の手順を実行しま
す。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. Webブラウザで、サーバー SPの IPアドレスを入力します。

b. Oracle ILOM Webインタフェースにログインします。

c. Oracle ILOMリモートコンソールを起動して、ビデオ出力をサーバーからWebクラ
イアントにリダイレクトします。

d. 必要に応じて、「Devices」メニューでデバイスのリダイレクト (マウ
ス、キーボードなど)を有効にします。

2

参考

1

2

コンソール表示オプション
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SSHクライアント接続を使用している場合は、次の手順を実行します。

a. シリアルコンソールから、サーバー SPへの SSH接続を確立します (ssh
root@hostname。ここでは、hostnameはサーバー SPのDNS名または IPアドレス)。

b. Oracle ILOMにログインします。

c. 次を入力して、シリアル出力をサーバーから SSHクライアントにリダイレクトし
ます:
-> start /HOST/console

関連情報
■ Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリ: http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

ブートメディアオプションの選択
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカル
またはリモートのインストールメディアソースをブートします。このセクションで
は、サポートされているメディアソースと各ソースのセットアップ要件について説
明します。

■ 15ページの「ブートメディアオプションの要件」
■ 16ページの「ローカルブートメディアオプションを設定する」
■ 16ページの「リモートブートメディアオプションを設定する」

ブートメディアオプションの要件
このセクションでは、ローカルおよびリモートメディアを使用するための要件につ
いて説明します。

■ 15ページの「ローカルブートメディアの要件」
■ 16ページの「リモートブートメディアの要件」

ローカルブートメディアの要件

ローカルブートメディアには、サーバー上の組み込み型ストレージデバイスまたは
サーバーに接続された外付けのストレージデバイスが必要です。

サポートされているOSのローカルブートメディアソースには、次のものがありま
す:

■ CD/DVD-ROMインストールメディア

3

参考

ブートメディアオプションの要件
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■ 該当する場合は、フロッピーデバイスドライバメディア

リモートブートメディアの要件

リモートメディアでは、ネットワークを介してインストールをブートする必要があ
ります。ネットワークインストールは、リダイレクトされたブートストレージデバ
イスか、Pre-boot eXecution Environment (PXE)を使用してネットワーク上にインス
トールをエクスポートする別のネットワークシステムから開始できます。

サポートされているOSのリモートブートメディアソースには、次のものがありま
す。

■ CD/DVD-ROMインストールメディア、および該当する場合はフロッピーデバイ
スドライバメディア

■ CD/DVD-ROMの ISOインストールイメージ、および該当する場合はフ
ロッピーデバイスドライバメディア

■ 自動インストールイメージ (PXEブートが必要)

▼ ローカルブートメディアオプションを設定する
ローカルブートメディアを設定するには、次のステップを実行します。

使用しているサーバーに組み込み型ストレージデバイスがない場合は、サーバーの
前面または背面パネルに適切なストレージデバイスを接続します。
ローカルデバイスをサーバーに接続する方法については、『設置』、「サーバーの
配線」を参照してください。

▼ リモートブートメディアオプションを設定する
リモートの場所にあるメディアからOSをインストールするには、次のステップを実
行します。

リモートストレージデバイスからブートメディアをリダイレクトするには、以下の
手順を実行します。それ以外の場合は次の手順に進みます。

a. OSブートメディアをマウントまたは認識させてアクセスできるようにしま
す。例:

■ CD/DVD-ROMの場合、内蔵または外付けCD/DVD-ROMドライブにメディア
を挿入します。

■ CD/DVD-ROM ISOイメージの場合、ネットワーク共有された場所で ISOイ
メージがすぐに利用できることを確認します。

●

1
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■ デバイスドライバフロッピーの ISOイメージの場合、ISOイメージが (該当す
る場合)ネットワーク共有された場所またはUSBドライブ上ですぐに利用でき
ることを確認します。

b. サーバーOracle ILOM SPへのWebベースのクライアント接続を確立し、Oracle ILOM
リモートコンソールアプリケーションを起動します。
詳細は、13ページの「コンソール表示オプションの選択」に示すWebベースの
クライアント接続に関するセットアップ要件を参照してください。

c. Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションの「Devices」メニューで、次の
ようなブートメディアの場所を指定します:

■ CD/DVD-ROMブートメディアの場合は、「CD-ROM」を選択します。
■ CD/DVD-ROM ISOイメージブートメディアの場合は、「CD-ROM Image」を
選択します。

■ フロッピーデバイスドライバブートメディアの場合は、「Floppy」を選択しま
す (該当する場合)。

■ フロッピーイメージのデバイスドライバブートメディアの場合は、「Floppy
Image」を選択します (該当する場合)。

PXEを使用してインストールを実行するには、次の手順を実行します。

a. PXEブートを使用して、インストールをエクスポートするようにネットワーク
サーバーを構成します。

b. OSインストールメディアをPXEブートで利用できるようにします。
自動OSインストールイメージを使用する場合は、自動OSインストールイメージ
を作成して提供する必要があります。

インストールのセットアッププロセスを自動化する方法については、Windowsオ
ペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

c. インストールメディアをブートするには、一時ブートデバイスとしてPXEブート
インタフェースカードを選択します。

インストール先オプションの選択
このセクションでは、インストール先の設定方法について説明します。

■ 18ページの「インストール先のオプション」
■ 18ページの「ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)をインストール先
として設定する」

■ 18ページの「インストール先としてファイバチャネル Storage Area Networkデバ
イスを設定する」

2

インストール先オプションの選択
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インストール先のオプション
組み込み型Oracle System Assistant USBフラッシュドライブ (Oracle System Assistant用
に予約されています)を例外として、サーバーに取り付けられている任意のスト
レージドライブにオペレーティングシステムをインストールできます。これらには
ハードディスクドライブ (HDD)と半導体ドライブ (SSD)があります。

ファイバチャネル PCIeホストバスアダプタ (HBA)を備えたサーバーでは、オペ
レーティングシステムを外付けの FCストレージデバイスにインストールすることも
選択できます。

▼ ローカルストレージドライブ (HDDまたは SSD)を
インストール先として設定する

HDDまたは SSDが正しく取り付けられ、電源が入っていることを確認します。

HDDまたは SSDの取り付けと電源の投入方法については、『サービス』、「スト
レージドライブの保守 (CRU)」を参照してください。

▼ インストール先としてファイバチャネル Storage
Area Networkデバイスを設定する

PCIeホストバスアダプタ (HBA)がサーバーに正しく取り付けられていることを確認し
ます。

PCIe HBAオプションの取り付けに関する詳細は、『サービス』、「PCIeカードの保
守 (CRU)」を参照してください。

Storage Area Network (SAN)をインストールおよび構成して、サーバーホストでスト
レージデバイスが認識されるようにします。

手順については、ファイバチャネルHBA付属のドキュメントを参照してください。

Windows OSのインストールオプション
OSは、単一のサーバーまたは複数のサーバーにインストールするよう選択できま
す。このドキュメントの適用範囲は、単一のサーバーでのOSのインストールで
す。次の表に、2つのインストールオプションに関する情報を示します。

●

1

2
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オプション 説明

複数のサーバー Oracle Enterprise Manager Ops Centerを使用する
と、複数のサーバー上にOSをインストールでき
ます。詳細は、http://www.oracle.com/

us/products/enterprise-manager/044497.htmlに
アクセスしてください

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、OSを単一の
サーバーにインストールします。
■ ローカル: OSのインストールは、サーバーで
ローカルに実行されます。このオプション
は、物理的にラックにサーバーを設置し終え
たばかりのときにお勧めします。

■ リモート: OSのインストールはリモートの場
所から実行されます。Oracle ILOMリモートコ
ンソールアプリケーションを使用し
て、Oracle System Assistantにアクセスする
か、手動によるOSのインストールを実行しま
す。

注 – Oracleは、単一サーバーでのOSのインス
トールにはOracle System Assistantを使用すること
をお勧めします。

単一サーバーにOSをインストールする方法とOracle System Assistantの詳細について
は、次を参照してください:

■ 19ページの「サーバー 1台構成のインストール方法」
■ 21ページの「Oracle System Assistantの概要」

サーバー 1台構成のインストール方法

Windowsインストールメディアの提供方法を選択します。次の情報を使用し
て、ローカルかリモートのどちらのOSのインストールがニーズにもっとも適してい
るかを判断します。

メディアの配布方法 その他の要件

ローカルでの補助付きOSインストール –
Oracle System Assistantを使用します (推
奨)。

モニター、USBキーボードとマウス、USBデバイ
ス、Windows配布メディア。詳細は、20ページ
の「補助付きOSインストール」を参照してくださ
い。

Windows OSのインストールオプション
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メディアの配布方法 その他の要件

リモートでの補助付きOSインストール –
Oracle System Assistantを使用します (推
奨)。

Oracle ILOMリモートコンソールアプリ
ケーション、リダイレクトされたCD/DVDドライブ
または ISOイメージファイル、およびWindows配布
メディア。詳細は、20ページの「補助付きOSインス
トール」を参照してください。

ローカルでのCD/DVDドライブの使用 –
サーバーに接続された物理CD/DVDドライ
ブを使用します。

モニター、USBキーボードとマウス、USB CD/DVD
ドライブ、Windows配布メディア。詳細は、
20ページの「手動OSインストール」を参照してくだ
さい。

リモートでのCD/DVDドライブまたは
CD/DVDの ISOイメージの使用 – Oracle
ILOMリモートコンソールアプリ
ケーションを実行しているリモートシステ
ム上の、リダイレクトされた物理CD/DVD
ドライブを使用します。

ブラウザを実行しているリモートシステム、物理
CD/DVDドライブが接続されていること、Windows
配布メディア、サーバーの管理ポートに対する
ネットワークアクセス。詳細は、20ページの「手動
OSインストール」を参照してください。

WDS WIMイメージ – Windows展開サービ
ス (WDS)サーバー上のカスタマイズされた
Windows Imaging Format (WIM)イメージを
使用します。

WDSを実行しているサーバー、使用している
サーバー用にカスタマイズされたWIMイメージ。詳
細は、21ページの「Windows展開サービスOSのイ
ンストール」を参照してください。

補助付きOSインストール

これは、サポートされているOSをサーバーにインストールするための推奨される方
法です。この方法では、Oracle System Assistantアプリケーションを使用しま
す。ローカルまたはリモートのCD/DVDドライブ、USBデバイス、CD/DVDイ
メージのいずれかでWindows OSインストールメディアを提供すると、Oracle System
Assistantがインストールプロセスを進め、必要に応じて必要なドライバを収集しイ
ンストールします。Oracle System Assistantは、使用しているサーバーでサポートされ
ている必要があり、そのサーバーにインストールされている必要があります。

手動OSインストール

この方法を使用すると、Windows配布メディアをローカルまたはリモートのいずれ
かのCD/DVDドライブ、USBドライブ、またはCD/DVDイメージに配布できま
す。必要なドライバをインストールする必要もあります。サーバー用のドライバ
は、サーバー内蔵のOracle System Assistantフラッシュドライブ (取り付けられている
場合)に用意されており、My Oracle Support WebサイトからOS別およびサーバー別
のパッケージを ISOイメージファイルとして入手することもできます。OSをインス
トールするには、配布メディアのインストールウィザードを使用します。

Windows OSのインストールオプション
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Windows展開サービスOSのインストール

展開サーバー環境からWindows OSをインストールできます。上級
ユーザーは、Windows展開サービス (WDS)を実行しているシステム上のサーバー用
にカスタマイズされたWindows Imaging Format (WIM)イメージを作成できます。こ
うしたインストールイメージファイルを作成しておくと、ネットワークカードから
サーバーをブートして、無人展開用にWDSシステムからそのイメージを選択するこ
とが可能です。WDSの詳細については、http://technet.microsoft.com/en-us/

library/cc770667%28WS.10%29.aspxを参照してください。

Oracle System Assistantの概要
Oracle System Assistantは、Oracle x86サーバー用の単一サーバーシステム管理ツール
です。これは、Oracleの Single System Management製品、Oracle System Assistantアプ
リケーション、および選り抜きの関連ソフトウェアを統合して、サーバーを迅速か
つ簡単に起動し保守できるようにするツール群を提供します。Oracle System Assistant
のコンポーネントは次のとおりです:
■ Oracle System Assistantアプリケーション
■ Oracle Hardware Management Pack
■ 起動と保守のプロビジョニングタスク (OSのインストールタスクを含む)への
ユーザーインタフェースアクセス

■ Oracle System Assistantのコマンド行環境
■ オペレーティングシステム用のドライバとツール。
■ サーバー固有のファームウェア
■ サーバー関連ドキュメント

Oracle System Assistantは、組み込まれたストレージデバイスとしてサーバー内に置か
れ、オンラインアップデートなどを使用してそれぞれ保守されるサーバー固有
バージョンのツールとドライバとともに工場で構成されます。

Oracle System Assistantの詳細については、次のトピックを参照してください。
■ 21ページの「Oracle System Assistantのタスク」
■ 22ページの「Oracle System AssistantのOSのインストールタスク」
■ 23ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantの使用方法の詳細は、『管理』の「Oracle System Assistantを使
用したサーバーの設定」を参照してください。

Oracle System Assistantのタスク

Oracle System Assistantアプリケーションには、もっとも一般的かつ有用な単一
サーバー管理プロビジョニングタスク一式が選択され、まとめられています。

Oracle System Assistantの概要
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次のタスクは、迅速で便利なサーバーの起動と継続的なサーバー管理を可能にしま
す。

■ システムの概要とシステムインベントリ情報

■ すべてのコンポーネント (ツール、ドライバ、ファームウェアなど)のオンライン
アップデートの取得

■ システムファームウェア (BIOSおよびOracle ILOM)とホストバスアダプタ
ファームウェアの更新

■ RAID、Oracle ILOM、および BIOS構成
■ 補助付きOSインストール
■ ネットワーク構成

■ 機能と組み込まれたメディア整合性チェックの無効化

■ 多言語キーボード

■ 実行環境を使用可能にするOracle System Assistantシェル端末ウィンドウ
■ Oracle Hardware Management Packへのアクセス (Oracle System Assistantシェルを使
用)

■ Oracle System Assistantの復旧

Oracle System AssistantのOSのインストールタスク

Oracle System Assistantアプリケーションの「Install OS」タスクを実行すると、サ
ポートされるOSをガイドに従ってインストールできます。OSインストールメ
ディアを提供すると、Oracle System Assistantの手順に従ってインストールプロセスを
実行できます。続いて、サーバーハードウェア構成に基づいて、適切なドライバを
フェッチします。OSのインストールタスクは、サーバーでサポートされているすべ
てのオペレーティングシステムに使用できるわけではありません。

Oracle System Assistantを使用して、OSドライバと他のファームウェアコンポーネン
ト (BIOS、Oracle ILOM、HBA、および該当する場合はエクスパンダ)を更新する場合
は、OSをインストールする前にその更新を実行するようにしてください。

Oracle System Assistantには、ローカルコンソール接続を使用してローカルからアクセ
スすることも、Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションを使用してリ
モートからアクセスすることもできます。

サーバーのインストールが終了した直後の場合、Oracle System Assistantをローカルで
(サーバーの側にいながら)使用することで、サーバーを迅速かつ効率的に起動でき
ます。サーバーが動作すると、すべての機能を維持しながら、Oracle System Assistant
にリモートで便利にアクセスできます。

Oracle System Assistantの概要
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Oracle System Assistantの取得

Oracle System Assistantがサーバーでサポートされているため、Oracle System Assistant
USBフラッシュドライブがすでにサーバーに取り付けられている可能性がありま
す。取り付けられている場合、Oracle System Assistantの「Get Updates」タスクを使用
して、最新のソフトウェアリリースに更新できます。Oracle System Assistantが
サーバーにインストールされているが、破壊または上書きされている場合は、My
Oracle SupportサイトからOSAアップデータイメージをダウンロードしてくださ
い。ダウンロード手順については、57ページの「サーバーファームウェアとソフト
ウェアの入手」を参照してください。

関連情報
■ 『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」

Oracle System Assistantの概要
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オペレーティングシステムのインス
トールの準備

このセクションでは、オペレーティングシステムをインストールできるように
サーバーを準備する方法について説明します。

説明 リンク

BIOSの設定。 25ページの「BIOSの設定」

サーバーでRAIDを構成します。 30ページの「RAIDの構成」

BIOSの設定
オペレーティングシステムをインストールする前に、実行する予定のインストール
の種類をサポートするように、BIOS設定が構成されていることを確認する必要があ
ります。次のトピックでは、インストールをサポートするように BIOSを構成する方
法について具体的に説明しています。

■ 26ページの「BIOSの出荷時デフォルトの確認」
■ 28ページの「レガシー BIOSとUEFI BIOSモードの切り替え」

関連情報
■ 32ページの「Oracle System Assistantを使用したWindows Server 2008の単一システ
ムへのインストール」

■ 36ページの「メディアを使用したWindows Server 2008の単一システムへのイン
ストール」
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▼ BIOSの出荷時デフォルトの確認

注 –サーバーを新しく設置し、オペレーティングシステムをはじめてインストールし
た場合、通常 BIOSはデフォルトに設定されていて、このタスクを実行する必要はあ
りません。

BIOS設定ユーティリティーでは、最適なデフォルトに設定できるほか、必要に応じ
て BIOS設定を表示し編集できます。BIOS設定ユーティリティー (F2キー)で変更し
た設定はすべて、次回に設定変更するまで常時使用されます。

F2キーを使用してシステムの BIOS設定を表示または編集できるほか、BIOSの起動
中に F8キーを使用することで、一時ブートデバイスを指定できます。F8キーを使用
して一時ブートデバイスを設定した場合、この変更は現在のシステムブートのみで
有効です。一時ブートデバイスでブートしたあとは、F2キーで指定した常時ブート
デバイスが有効になります。

次の要件が満たされていることを確認します。

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard Disk Drive、HDD)または半導体ドライ
ブ (Solid State Drive、SSD)が搭載されている。

■ HDDまたは SDDがサーバーに適切に設置されている。詳細な手順について
は、『サービス』、「ストレージドライブの保守 (CRU)」を参照してください。

■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は、13ページの「コン
ソール表示オプションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
(約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押してサーバーの
電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで、プロンプトから次のコマンドを入力します。

-> reset /System

始める前に

1

関連情報
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BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。
しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

出荷時のデフォルト値に設定するために、次を実行します。

a. F9を押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。
メッセージが表示され、「OK」を選択してこの操作を続けるか、「CANCEL」を選
択してこの操作を取り消すよう指示されます。

b. メッセージで「OK」を強調表示して、Enterを押します。
BIOS設定ユーティリティー画面が表示され、システム時間の欄の最初の値で
カーソルが強調表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで次の手順を実行して、システム時間またはシステム日
付に関係する値を編集します。

a. 変更する値を強調表示します。
上下の矢印キーを使用して、システムの時間と日付の選択を変更します。

b. 強調表示された欄の値を変更するには、次のキーを使用します。

■ プラス (+)を押すと、表示されている現在の値が増加します

■ マイナス (-)を使用すると、現在表示されている値が減少します

■ Enterを押すと、カーソルが次の値の欄に移動します

ブート設定にアクセスするには、「Boot」メニューを選択します。
「Boot」メニューが表示されます。

2

3
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「Boot Settings」メニューで、下矢印キーを使用して「Boot Device Priority」を選択
し、Enterを押します。
「Boot Device Priority」メニューが表示され、認識されているブートデバイスの優先
順位が示されます。リストの先頭のデバイスが、ブートの優先度がもっとも高いデ
バイスです。

「Boot Option Priority」メニューで次の手順を実行して、リストの最初のブートデバ
イスエントリを編集します:

a. 上下矢印キーを使用してリストの先頭のデバイスを選択し、Enterを押します。

b. 「Options」メニューで、上下矢印キーを使用してデフォルトの常時ブートデバイ
スを選択し、Enterを押します。

注 –変更する各デバイス項目に対して手順 7aおよび 7bを繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスのブート順を変更できます。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。
または、「Save & Exit」メニューで「Save and Reset」を選択して変更を保存
し、BIOS設定ユーティリティーを終了することもできます。変更を保存して設定を
終了することを確認するメッセージが表示されます。メッセージダイアログ
で「OK」を選択して、Enterを押します。

注 – Oracle ILOMリモートコンソールを使用している場合、F10はローカルOSにト
ラップされます。このため、リモートコンソールアプリケーションの上部にあ
る「Keyboard」ドロップダウンメニューから「F10」オプションを使用する必要があ
ります。

▼ レガシーBIOSとUEFI BIOSモードの切り替え
BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware Interface)
の両方をサポートしています。デフォルト設定はレガシー BIOSです。オペ
レーティングシステムによっては、レガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートし
ているものも、レガシー BIOSだけをサポートしているものもあるので、ユーザーに
は次のオプションがあります。

■ インストールするオペレーティングシステムがレガシー BIOSだけをサポートし
ている場合は、OSのインストールを行なう前に、BIOSがレガシーモードに設定
されていることを確認する必要があります。

■ インストールするオペレーティングシステムがレガシー BIOSとUEFI BIOSの両方
をサポートしている場合は、OSのインストールを実行する前に、レガ
シーモードとUEFIモードのどちらかに BIOSを設定できます。

6

7

8
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注 – Windows Server 2008オペレーティングシステムはレガシーとUEFIの両方の
BIOSモードをサポートしているので、OSのインストールに使用するモードを選
択できます。

注 –オペレーティングシステムをインストールしたあとで、レガシーBIOSから
UEFI BIOSに、またはその逆に切り替えることにした場合、すべての
パーティションを削除して、オペレーティングシステムを再インストールする必
要があります。

サーバーをリセットするか、電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
(約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押してサーバーの
電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで、プロンプトから次のコマンドを入力します。

-> reset /System

BIOS画面が表示されます。

BIOS画面でプロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリティーにア
クセスします。

しばらくすると、BIOS設定ユーティリティーが表示されます。

1

2
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BIOS設定ユーティリティーで、上部のメニューバーから「Boot」を選択します。
「Boot」メニュー画面が表示されます。

「UEFI/BIOS Boot Mode」欄を選択し、+/-キーを使用して、UEFIに設定を変更しま
す。

変更を保存してBIOSを終了するには、F10キーを押します。

RAIDの構成
RAID構成でサーバーストレージドライブを構成する場合は、Windows OSをインス
トールする前に、サーバーでRAIDを構成してください。RAIDの構成手順について
は、『設置』の「RAIDの構成」を参照してください。

関連情報
■ 『管理』、「RAIDの構成」

3
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Windows Server 2008オペレーティングシ
ステムのインストール

このセクションでは、Microsoft Windows Server 2008 SP2またはWindows Server 2008
R2 SP1オペレーティングシステムをインストールする手順について説明します。

説明 リンク

OSのインストールを開始する前に。 31ページの「準備作業」

Oracle System Assistantを使用した、Windowsオ
ペレーティングシステムのインストール。

32ページの「Oracle System Assistantを使用した
Windows Server 2008の単一システムへのインス
トール」

メディアを使用した、Windowsオペ
レーティングシステムのインストール。

36ページの「メディアを使用したWindows Server
2008の単一システムへのインストール」

準備作業
次の要件が満たされていることを確認します。

■ サーバーのストレージドライブでRAID (Redundant Array of Independent Disks)を構
成する場合は、オペレーティングシステムをインストールする前に行う必要があ
ります。RAIDの構成の詳細については、『設置』、「RAIDの構成」を参照して
ください。

注 –サーバーに Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID内蔵HBA (SGX-SAS6-R-INT-Z)が装
備されている場合、オペレーティングシステムをインストールする前に、RAID
ボリュームを作成し、それをブート可能に設定する必要があります。そうしない
と、HBAはサーバーのストレージドライブを識別できません。

■ BIOS設定がデフォルトに設定されていることを確認します。BIOS設定を確認
し、必要に応じて設定する手順については、26ページの「BIOSの出荷時デ
フォルトの確認」を参照してください。

■ BIOSが、レガシー BIOSとUEFI BIOSのうち目的のモードに構成されていること
を確認します。BIOSモードを設定する手順については、28ページの「レガシー
BIOSとUEFI BIOSモードの切り替え」を参照してください。
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■ インストールの実行前に、コンソール表示オプションが選択および設定されてい
る必要があります。このオプションと設定手順の詳細については、13ページ
の「コンソール表示オプションの選択」を参照してください。

■ ブートメディアオプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順の詳細については、15ページ
の「ブートメディアオプションの選択」を参照してください。

■ インストール先オプションは、インストールの実行前に選択および設定するよう
にしてください。このオプションと設定手順の詳細については、17ページの「イ
ンストール先オプションの選択」を参照してください。

■ ローカルインストールの場合、接続された物理CD/DVD-ROMドライブに
Windowsインストールメディアを挿入します。

■ リモートインストールの場合、Oracle ILOMリモートコンソールシステムの
CD/DVD-ROMドライブにWindowsインストールメディアを挿入します。Oracle
ILOMリモートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM」を選択
していることを確認します。

■ Windowsイメージインストールの場合、Oracle ILOMリモートコンソールシステ
ムからWindows ISOイメージにアクセスできることを確認します。Oracle ILOM
リモートコンソールシステムの「Devices」メニューで「CD-ROM Image」を選択
していることを確認します。

■ Microsoft Windows Server 2008 (SP2またはR2 SP1)オペレーティングシステムのド
キュメントを取得して、このセクションのWindows Serverオペレーティングシス
テムに関する説明と併せて参照してください。MicrosoftのWindows Server 2008イ
ンストールドキュメントは、http://www.microsoft.com/windowsserver2008/en/

us/product-documentation.aspxで入手できます。

Oracle System Assistantを使用したWindows Server 2008の
単一システムへのインストール

サポートされるMicrosoft Windows Server 2008 OSをサーバーにインストールする場
合、Oracle System Assistantアプリケーションの「Install OS」タスクが推奨される方法
です。

■ 32ページの「Oracle System Assistantを使用したWindows Server 2008の単一システ
ムへのインストール」

▼ Oracle System Assistantを使用したWindows Server
2008の単一システムへのインストール
■ 25ページの「オペレーティングシステムのインストールの準備」の手順を実行済
み。

始める前に

Oracle System Assistantを使用したWindows Server 2008の単一システムへのインストール
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■ ブートドライブ (つまり、Windows Server 2008 OSをインストールするストレージ
ドライブ)をRAID用に構成する場合は、OSをインストールする前に構成してお
く必要があります。サーバーでRAIDを構成する方法については、『設
置』、「RAIDの構成」を参照してください。

インストールメディアがブートに使用できることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDを使用する場合Windows 2008配布メディア (番号
1が付いたCD、または単一のDVD)をローカルまたは外付けのUSB CD/DVD-ROMド
ライブに挿入します。

■ ISOイメージを使用する場合。ISOイメージが使用可能であり、Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションが最初の ISOイメージの場所を認識している
ことを確認します。

インストールメディアの設定方法については、15ページの「ブートメディアオプ
ションの選択」を参照してください。

次の 2つの方法のどちらかでOracle System Assistantを起動します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースから、「Summary」>「Launch Oracle System
Assistant」をクリックします。

■ サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

1

2
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■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押し
て (約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押して
サーバーの電源を投入します。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power
Control」を選択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択しま
す。

■ Oracle ILOM CLIで「reset /System」と入力します

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要がありま
す。画面に表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいま
せん。

Oracle System Assistantを使用したWindows Server 2008の単一システムへのインストール
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F9キーを押します。

「Oracle System Assistant System Overview」画面が表示されます。

最新のソフトウェアリリースパッケージを更新するには、「Get Updates」ボタンを
クリックします。

この操作により、OSのインストール開始前に、アプリケーションに最新のソフト
ウェアリリースパッケージが確実にインストールされます。

注 – Oracle System Assistantを更新するには、サーバーのWebアクセスが必要です。

サーバーのファームウェアを更新するには、「Update Firmware」ボタンをクリック
します。

この操作により、OSのインストール開始前に、サーバーのファームウェアおよび
BIOSが確実に最新のものになります。

OSをインストールするには、「Install OS」ボタンをクリックします。

「Install OS」画面が表示されます。

「Supported OS」ドロップダウンリストからOSを選択します。

3
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画面の「Select a BIOS mode if applicable」の部分で、OSのインストールに使用する
BIOSモード (UEFIまたはレガシーBIOS)を選択します。

「Select your media location」セクションでインストールメディアの場所を指定しま
す。

これはOS配布メディアの場所です。CD/DVDデバイスを選択できます。

注 – Oracle System Assistantは、PXE (Preboot eXecution Environment)インストールをサ
ポートしません。

「View Installation」オプションをクリックします。

「Installation Options」ダイアログが表示されます。

「Installation Options」ダイアログで、インストールしない項目を選択解除します。

注 –「Installation Options」ダイアログで、「OS」と「Drivers」のオプションは必須
であり、選択解除できません。

「Operating System Installation」画面の最下部にある「OS Install」ボタンをクリックし
ます。

プロンプトに従ってインストールを完了します。

サーバーがブートします。

メディアを使用したWindows Server 2008の単一システム
へのインストール

このセクションでは、Microsoft Windows Server 2008 (64ビット)オペレーティングシ
ステムのインストール手順について説明します。

■ 37ページの「ローカルまたはリモートのメディアを使用したWindows Server 2008
(SP2またはR2 SP1)のインストール」

■ 49ページの「PXEネットワークブートを使用したWindows Server 2008 (SP2また
はR2 SP1)のインストール」

8

9

10

11

12

13
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▼ ローカルまたはリモートのメディアを使用した
Windows Server 2008 (SP2またはR2 SP1)のインス
トール
このセクションの手順では、ローカルまたはリモートのメディアから、Microsoft
Windows Server 2008 (SP2またはR2 SP1)オペレーティングシステムをブートする方法
について説明します。次のいずれかのソースからWindowsインストールメディアを
ブートするものとします:

■ Windows Server 2008 SP2またはWindows Server 2008 R2 SP1 CDまたはDVD
■ Windows Server 2008 SP2またはWindows Server 2008 R2 SP1 ISOイメージ
■

注 – Windows Server 2008 (SP 2またはR2 SP1) ISOイメージは、リモートインス
トール、またはインストールCD/DVDの作成に使用できます。

注 – PXE環境からインストールメディアをブートする場合は、49ページの「PXE
ネットワークブートを使用したWindows Server 2008 (SP2またはR2 SP1)のインス
トール」で手順を確認してください。

インストールメディアがブートに使用できることを確認します。

■ ディストリビューションCD/DVDを使用する場合Windows 2008配布メディア (番号
1が付いたCD、または単一のDVD)をローカルまたはリモートのCD/DVD-ROMドラ
イブに挿入します。

■ ISOイメージを使用する場合。ISOイメージが使用可能であり、Oracle ILOMリ
モートコンソールアプリケーションが ISOイメージの場所を認識していることを
確認します。

インストールメディアの設定方法については、15ページの「ブートメディアオプ
ションの選択」を参照してください。

サーバーをリセットするか、サーバーの電源を投入します。

例:

■ ローカルサーバーの場合、サーバーのフロントパネルにある電源ボタンを押して
(約 1秒)サーバーの電源を切断し、次にもう一度電源ボタンを押してサーバーの
電源を投入します。

1

2
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■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」を選
択し、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ Oracle ILOM CLIで「reset /System」と入力します

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

BIOS画面で、F8を押して、Windowsのインストールで使用する一時ブートデバイス
を指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。表示される画面は、BIOSをレ
ガシーモードに構成したかUEFIモードに構成したかに応じて異なります。

■ レガシー BIOSの場合、次のような画面が表示されます:

3
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■ UEFI BIOSの場合、次のような画面が表示されます:

注 –インストール時に表示されるブートデバイスメニューは、サーバーに取り付けら
れているディスクコントローラのタイプによって異なる場合があります。

メディアを使用したWindows Server 2008の単一システムへのインストール
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「Please Select Boot Device」メニューで、使用するように選択したWindowsメディア
のインストール方法とBIOSモードに応じたメニュー項目を選択し、Enterを押しま
す。

例:

■ Windowsローカル配布を選択した場合は、レガシーBIOS画面から SATA:HDD:P4

DV-W28SS-Vを選択するか、UEFI BIOS画面から [UEFI]USB2:USB USB CD/DVR Driveを
選択します。

■ Oracle ILOMリモートコンソール配布を選択した場合は、レガシーBIOS画面から
USB:VIRTUAL:AMI VIRTUAL CDROM 1.00を選択するか、UEFI BIOS画面から
[UEFI]USB:VIRTUAL:USB USB CD/DVD Drive を選択します。

「Press any key to boot from CD」というプロンプトが表示されたら、いずれかの
キーを押します。

Windowsインストールウィザードが起動します。

言語ローカリゼーションのダイアログが表示されるまで、Windowsインストール
ウィザードを続行します。

4

5
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言語と他の設定を選択して、「次へ」をクリックして続行します。

オペレーティングシステムの選択ダイアログが表示されます。

注 –上記のダイアログは、Windowsソフトウェアライセンスの種類
(Educational、Volume、Retail)に応じて異なります。

6
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オペレーティングシステムのダイアログで目的のオペレーティングシステムを選択
して、「次へ」をクリックして続行します。

インストールの種類ダイアログが表示されます。

7
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インストールの種類ダイアログで、「カスタム (詳細)」をクリックします。

「Windowsのインストール場所を選択してください」ダイアログが表示されます。

「Windowsのインストール場所を選択してください」ダイアログで、次のいずれか
のタスクを実行します:

■ (このタスクは、Windows 2008 SP2インストールのみに適用されます)ストレージ
先が一覧表示されておらず、Sun Storage SAS PCIe RAID HBAオプションを
サーバーで構成している場合は、「ドライバの読み込み」をクリックしてか
ら、手順 10に進みます。

または

■ オペレーティングシステムをインストールするストレージ先が表示されるが、そ
のストレージ先に関連付けられたデフォルトのパーティション設定を変更する場
合は、ストレージ先を選択し、「ドライブオプション (詳細)」をクリックしてか
ら、手順 11に進みます。

または

■ オペレーティングシステムをインストールするストレージ先が表示され、そのス
トレージ先に関連付けられたデフォルトのパーティション設定を変更しない場合
は、ストレージ先を選択し、「次へ」をクリックしてから、手順 12に進みます。

8

9
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(「ドライバの読み込み」)「ドライバの読み込み」ダイアログで次を実行します。

a. 選択したインストール方法に応じて、ドライバにアクセスできることを必ず確認
してください (15ページの「ブートメディアオプションの選択」を参照)。

例:

■ ストレージドライバは、Oracle ILOMリモートコンソールからデバイスとしてマ
ウントされたディスク上にあります。

■ ストレージドライバは、サーバーのシャーシ内に内蔵されたOracle System
Assistant USBフラッシュドライブ (内蔵されている場合)などのローカル物理ス
トレージメディア、CD/DVD、またはOracle ILOMリモートコンソールからマウ
ントされた仮想メディアにあります。

b. 「ドライバの読み込み」ダイアログで「参照」をクリックし、次の説明に従って
適切なドライバメディアフォルダに移動します。

■ Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBAオプション (SG-SAS6-R-INT-Z)を使用して
構成されたシステムの場合は、内蔵Oracle System Assistant USBフラッシュドラ
イブ上の次のディレクトリに移動して、適切な LSIドライバを読み込みます:
windows/w2k8/drivers/LSI-HBA-MegaSAS2

10
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■ SG-SAS6-INT-Zか SG-SAS6-EXT-Zの Sun Storage 6 Gb SAS PCIe HBAオプション
を使用して構成されたシステムの場合は、内蔵Oracle System Assistant USBフ
ラッシュドライブ上の次のディレクトリに移動して、適切な LSIドライバを読
み込みます: windows/w2k8/drivers/LSI-HBA-MPT2

c. 「フォルダを参照する」ダイアログで、適切なドライバを選択し、「OK」をク
リックしてドライバを読み込みます。

「インストールするドライバを選択してください」ダイアログに、選択したドラ
イバが表示されます。

例:

■ 次の 2つのダイアログの例は、2つの SAS PCIe HBAオプション用にインス
トールするよう選択したドライバを示しています。SAS PCIe HBAドライバ
は、Windows Server 2008 SP2インストールにのみ必要です。
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d. 「インストールするドライバを選択してください」ダイアログで、「次へ」をク
リックしてドライバをインストールします。
「Windowsのインストール場所を選択してください」ダイアログが表示されま
す。

注 –ここまでに内蔵Oracle System Assistant USBフラッシュドライブからドライバ
を読み込むためにWindows Serverインストールメディアを取り出したりマウント
解除したりした場合は、「このディスクにWindowsをインストールすることはで
きません」というメッセージが表示されることがあります。このメッセージが表
示された場合は、Windowsインストールメディアを挿入または再マウントし
て、「最新の状態に更新」をクリックしてください。

e. 「Windowsのインストール場所を選択してください」ダイアログで、次のいずれ
かの操作を実行します:

■ 一覧表示されているストレージ先を選択し、「次へ」をクリックしてオペ
レーティングシステムをインストールしてから、手順 12に進みます。
または

■ ターゲットディスクにパーティションが存在する場合は、セットアップで適切
なパーティションを作成できるようにしておくことをお勧めします。既存の
パーティションを削除するには、手順 11に進みます。
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(パーティションドライブ、詳細)「Windowsのインストール場所を選択してくださ
い」ダイアログの下部で、次の手順を実行します:

a. 「削除」をクリックして、選択したストレージ先が存在するパーティション構成
を削除します。

確認のウィンドウが表示されます。

b. 「OK」をクリックして、パーティションの削除を確定します。

c. ターゲットディスクにさらにパーティションが存在する場合は、手順 aと手順bを
繰り返します。

d. 「次へ」をクリックして、選択したストレージ先にオペレーティングシステムを
インストールします。

Windowsインストールプログラムが開始され、インストールプロセス中に
サーバーが複数回リブートします。

Windowsのインストールが完了すると、Windowsが起動し、ユーザーパスワードの変
更を要求するプロンプトが表示されます。

ユーザーパスワードのダイアログで「OK」をクリックし、初期のユーザーログイン
アカウントを設定します。

11

12

13

14
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注 – Windows Server 2008では、ユーザーアカウントに対して厳格なパスワードス
キームが適用されます。パスワードの規格には、長さ、複雑さ、および履歴に関す
る制限が含まれています。詳細は、アカウント作成ページの「ユーザー補助」リン
クをクリックしてください。

初期ユーザーアカウントが作成されると、Windows Server 2008のデスクトップが表
示されます。

53ページの「Windows Server 2008のインストール後のタスク」に進み、インス
トール後のタスクを実行します。

▼ PXEネットワークブートを使用したWindows
Server 2008 (SP2またはR2 SP1)のインストール
このセクションでは、お客様提供のWindows Imaging Format (WIM)イメージを使用
し、確立された PXEベースのネットワークを介してMicrosoft Windows Server 2008
(SP2またはR2 SP1)オペレーティングシステムをインストールするために必要となる
初期情報について説明し、従う必要のある手順を示します。

このセクションで説明する手順は、Windows展開サービス (WDS)を使用してネット
ワーク経由でWindows 2008をインストールするための最初の手順です。具体的に
は、WDSインストールサーバーと通信するサーバー PXEネットワークインタ
フェースカードを選択する手順について説明します。WDSを使用してWindows
Server 2008オペレーティングシステムをインストールする方法については、Windows
展開サービスに関するMicrosoftのドキュメントを参照してください。

■ PXEを使用してネットワーク経由でインストールメディアをブートするには、次
の操作が必要です:
■ インストールツリーをエクスポートするようにネットワーク

(NFS、FTP、HTTP)サーバーを構成します。
■ PXEのブートに必要なファイルをTFTPサーバー上に構成します。
■ PXE構成からブートするように、サーバーのMACネットワークポートアドレ
スを構成します。

■ 動的ホスト構成プロトコル (Dynamic Host Configuration Protocol、DHCP)を構
成します。

■ WDSを使用してインストールを実行するには、次のことが必要です:
■ 必要なシステムデバイスドライバを install.wimイメージ、および必要に応じ
て boot.wimイメージに追加します。

WIMインストールイメージにドライバを追加する手順については、Microsoft
Windows展開サービスのドキュメントを参照してください。

15

始める前に
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■ WIMの管理者パスワードを取得します。

PXEネットワーク環境が正しく設定され、WindowsインストールメディアをPXE
ブートで使用できることを確認します。

サーバーをリセットするか、電源を投入します。

例:

■ Oracleローカルサーバーのフロントパネルにある電源ボタンを約 1秒間押して
サーバーの電源を切断し、もう一度電源ボタンを押してサーバーの電源を投入し
ます。

■ Oracle ILOM Webインタフェースで、「Host Management」>「Power Control」をク
リックし、「Select Action」リストボックスから「Reset」を選択します。

■ サーバー SPのOracle ILOM CLIで、次のように入力します: reset /SYSｓ

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、次の手順では集中する必要があります。画
面に表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してください。スク
ロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

BIOS画面で、F8キーを押して、一時ブートデバイスを指定します。

「Please Select Boot Device」メニューが表示されます。表示される画面は、BIOSをレ
ガシーモードに構成したかUEFIモードに構成したかに応じて異なります。

■ レガシー BIOSの場合、次の画面が表示されます。

1

2

3
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■ UEFI BIOSの場合、次の画面が表示されます。

注 –インストール時に表示されるブートデバイスメニューは、サーバーに取り付けら
れているディスクコントローラのタイプによって異なる場合があります。

「Boot Device」メニューで、PXEネットワークインストールサーバーと通信するよう
に構成されたネットワークポートを選択します。

ネットワークブートローダーが読み込まれ、ブートプロンプトが表示されます。数
秒後、インストールカーネルの読み込みが開始されます。

4
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インストールを完了するには、37ページの「ローカルまたはリモートのメディアを
使用したWindows Server 2008 (SP2またはR2 SP1)のインストール」の手順 5を参照し
てください。

5
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Windows Server 2008のインストール後の
タスク

注 –このセクションの手順では、手動手順を使用して、つまりOracle System Assistant
を使用せずに、Microsoft Windows Server 2008オペレーティングシステムをインス
トールしていることを前提としています。Oracle System Assistantを使用してオペ
レーティングシステムをインストールした場合は、Oracle System Assistantがインス
トール後のタスクを代わりに実行しているので、このセクションを飛ばしてかまい
ません。

Windows Server 2008オペレーティングシステム (SP2またはR2 SP1)の手動インス
トールを完了してサーバーをリブートしたあとで、次に示すインストール後のタス
クを確認し、必要に応じて、使用しているサーバーに対して該当するタスクを実行
してください。

説明 リンク

追加ソフトウェアについて。 53ページの「追加ソフトウェアコンポーネントオ
プション」

デバイスドライバと追加ソフトウェアをイン
ストールします。

54ページの「デバイスドライバと追加ソフト
ウェアのインストール」

NICチーミングを構成します。 56ページの「Intel NICチーミングの構成」

追加ソフトウェアコンポーネントオプション
Oracle System Assistantは、複数の追加ソフトウェアコンポーネントをサーバーで使用
できるようにします。インストールには次の 2つのオプションがあります:

■ Typical:使用しているサーバーに適用可能なすべての追加ソフトウェアをインス
トールします。

■ Custom:選択した追加ソフトウェアのみをインストールします。

表 2には、Oracle System Assistantによってサーバーで使用できるようになるオプ
ションの追加ソフトウェアコンポーネントが示されています。

53



表 2 オプションの追加ソフトウェア

使用可能な追加ソフトウェアコンポーネント
LSI統合RAIDコント

ローラ

LSI MegaRAID Storage Manager

SAS内蔵RAIDホストバスアダプタ (HBA)でRAIDを構成、監視、および保守できます。

通常

Hardware Management Pack

Hardware Management Packは、サーバーを管理および構成する際に役立つツールを備えていま
す。次のことが可能になります:
■ オペレーティングシステムレベルで管理エージェントを使用すると、SNMP (Simple Network

Management Protocol)を介したサーバーハードウェアの帯域内監視が可能になります。この
情報を使用して、サーバーをデータセンター管理基盤に統合できます。

■ 管理エージェントを使用すると、RAIDアレイを含むサーバーのストレージデバイスの帯域
内監視が可能になります。この情報は、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) Webイ
ンタフェースまたはコマンド行インタフェース (Command-Line interface、CLI)から表示で
きます。

■ ホストのオペレーティングシステムで実行し、ホストの BIOS CMOS設定、ホストのブート
順序、および一部のサービスプロセッサ (SP)の設定を構成する、BIOS構成ツールを使用し
ます。

■ IPMItoolを使用して、IPMIプロトコルを介してサーバーのサービスプロセッサにアクセス
し、管理タスクを実行します。

通常以外

Intel NICチーミング

サーバー上のネットワークインタフェースを、仮想インタフェースと呼ばれる物理ポートの
チームにグループ化できます。

通常

デバイスドライバと追加ソフトウェアのインストール
InstallPackアプリケーションには、プラットフォーム固有のデバイスドライバと追加
ソフトウェアをインストールするためのインストールウィザードが用意されていま
す。このアプリケーションはOracle System Assistantに含まれており、My Oracle
Supportからダウンロードすることもできます。ダウンロード手順については、57
ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参照してください。

サーバーがOracle System Assistantを備えており、これを使用してオペレーティング
システムをインストールした場合は、必要なプラットフォーム固有のデバイスドラ
イバと追加ソフトウェアは自動的にインストールされています。ただ
し、サーバーがOracle System Assistantを備えていない場合は、OS (オペレーティング
システム)パックに含まれている InstallPackを使用して、プラットフォーム固有のデ
バイスドライバと追加ソフトウェアをインストールできます。OSパックを取得する
手順については、57ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を
参照してください。

デバイスドライバと追加ソフトウェアのインストール

Sun Server X3-2 (旧 Sun Fire X4170 M3) • 2012年 9月54



次の手順で、InstallPackを使用して、デバイスドライバと追加ソフトウェアをインス
トールする方法について説明します。

■ 55ページの「サーバー固有のデバイスドライバと追加ソフトウェアのインス
トール」

関連情報
■ 53ページの「追加ソフトウェアコンポーネントオプション」

▼ サーバー固有のデバイスドライバと追加ソフト
ウェアのインストール

インストールパックウィザードの実行可能ファイル InstallPack.htaをクリックしま
す。
「Install Pack」ダイアログが表示されます。

「Install Pack」ダイアログで、「Next」をクリックして、デフォルトのインストール
可能な項目を受け入れます。

注 –最新バージョンのドライバを確実にインストールするために、「デフォルトのイ
ンストール可能な項目」を常に受け入れるようにしてください。

インストールパックの注意ダイアログが表示されます。

1

2

関連情報
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画面に表示されるプロンプトに従い、デバイスドライバと追加ソフトウェアのイン
ストールを完了します。

Intel NICチーミングの構成
環境に合わせて Intel NICチーミングを設定する方法の詳細は、Advanced Networking
Services Teamingに関する次の Intel接続Webページを参照してください。

http://support.intel.com/support/network/sb/CS-009747.htm

また、次のWebサイトで、使用しているサーバーのネットワークアダプタ用
に、Intelのネットワーク接続のユーザーガイド一式をダウンロードできます。

http://support.intel.com/support/network/sb/cs-009715.htm

3
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サーバーファームウェアとソフトウェア
の入手

このセクションでは、サーバーのファームウェアとソフトウェアにアクセスするた
めのオプションについて説明します。

説明 リンク

サーバーファームウェアとソフトウエアの
アップデートについて学びます。

57ページの「ファームウェアとソフトウェアの
アップデート」

ファームウェアとソフトウエアへのアクセス
オプションについて学びます。

58ページの「ファームウェアとソフトウェアへの
アクセスオプション」

使用可能なファームウェアとソフトウエア
パッケージを確認します。

58ページの「入手可能なソフトウェアリリース
パッケージ」

Oracle System Assistant、My Oracle Support、ま
たは物理メディアのリクエストによ
り、ファームウェアおよびソフトウェア
パッケージにアクセスします。

60ページの「ファームウェアとソフトウェアへの
アクセス」

ファームウェアとソフトウェアのアップ
デートをインストールします。

64ページの「更新のインストール」

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
ファームウェアとソフトウェア (サーバーのハードウェアドライバやツールなど)
は、定期的に更新されます。これらは、ソフトウェアリリースとして入手可能にな
ります。ソフトウェアリリースは、サーバー用の使用可能なファーム
ウェア、ハードウェアドライバ、ユーティリティーをすべて含んだ一連のダウン
ロード (パッチ)です。これらすべては、まとめてテスト済みです。ダウンロードに
含まれるReadMeドキュメントには、以前のソフトウェアリリースからの変更点およ
び変更されていない点について説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なり次第、更新してください。ソフトウェアリリースにはしばしばバグの修正が含
まれるため、更新により、サーバーソフトウェアと、最新のサーバーファーム
ウェアおよびほかのコンポーネントのファームウェアとソフトウェアとの互換性が
保証されます。
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ダウンロードパッケージ内のReadMeファイルには、ダウンロードパッケージ内の更
新されたファイル、および現在のリリースで修正されたバグに関する情報が含まれ
ます。プロダクトノートには、サポートされるサーバーソフトウェアのバージョン
に関する情報も含まれます。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
次のオプションのいずれかを使用して、使用しているサーバーに対応した最新の
ファームウェアとソフトウェアのセットを取得します。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、出荷時にインストール済みの
Oracle x86サーバー用オプションで、サーバーのファームウェアとソフトウェア
を簡単にダウンロードおよびインストールできます。

Oracle System Assistantの使用に関する詳細は、『管理』、「Oracle System Assistant
を使用したサーバーの設定」を参照してください。

■ My Oracle Support –すべてのシステムファームおよびソフトウェアは、http://

support.oracle.comのMy Oracle Supportから入手できます。
My Oracle SupportのWebサイトで入手できるデータの詳細については、58
ページの「入手可能なソフトウェアリリースパッケージ」を参照してください。

My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする手順について
は、60ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアの
ダウンロード」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) – My Oracle Supportから入手可能なダウン
ロード (パッチ)を含むDVDをリクエストできます。
詳細は、61ページの「物理メディアのリクエスト」を参照してください。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでのダウンロードは、プロダクトファミリ、製品、バージョンの順
でグループ化されます。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が含まれ
ます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。製品はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは、実際のソ
フトウェア製品リリースではなく、サーバーの更新リリースのことです。これらの
更新はソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数のダウンロード
で構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライバ、または
ユーティリティーが含まれます。

次の表に示すように、My Oracle Supportには、このサーバーファミリ向けの同じダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらも、物理メディアのリクエスト
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(PMR)を行なって依頼できます。Oracle System Assistantを使用しても、同じファーム
ウェアおよびソフトウェアをダウンロードできます。

パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードするタ
イミング

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – Firmware Pack

Oracle ILOM、BIOS、およびオプ
ションカードファームウェアを
含む、すべてのシステム
ファームウェア。

最新のファームウェアが必要な
とき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – OS Pack

OS Packは、サポートされるオペ
レーティングシステムの
バージョンごとに入手できま
す。各OS Packには、そのOS
バージョン用のツール、ドライ
バ、およびユーティリティーの
パッケージすべてが含まれま
す。

ソフトウェアには、Oracle
Hardware Management Packおよ
び LSI MegaRAIDソフトウェアが
含まれます。

Windows OSの場合、このOS
Packには Intel Network Teaming
and Install Packも含まれます。

OS固有のドライバ、ツール、ま
たはユーティリティーを更新す
る必要があるとき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – All Packs

Firmware Pack、すべてのOS
Pack、およびすべてのドキュメ
ントを含みます。

このパックには、Oracle VTSや
Oracle System Assistantイメージは
含まれません。

システムファームウェアとOS固
有ソフトウェアの組み合わせを
更新する必要があるとき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – Diagnostics

Oracle VTS診断イメージ。 Oracle VTS診断イメージが必要
なとき。

Sun Server X3-2 (X4170 M3)
SWバージョン – Oracle System
Assistant

Oracle System Assistant復旧および
ISOアップデートイメージ。

Oracle System Assistantを手動で回
復および更新する必要があると
き。

各ダウンロードは zipファイルで、ReadMeファイル、およびファームウェアやソフ
トウェアファイルを含むサブディレクトリセットが格納されています。ReadMe
ファイルには、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントおよ
び修正されたバグの詳細が記載されています。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
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ファームウェアとソフトウェアへのアクセス
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルをダウンロードまたはリクエ
ストするための手順について説明します。

Oracle System Assistantを使用して、最新のソフトウェアリリースを簡単にダウン
ロードして使用できます。詳細は、『管理』、「Oracle System Assistantを使用した
サーバーの設定」を参照してください。

更新されたファームウェアおよびソフトウェアを入手する方法は、ほかにもMy
Oracle Supportを使用する方法と、物理メディアをリクエストする方法の 2つがあり
ます。参照先:

■ 60ページの「My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアのダウ
ンロード」

■ 61ページの「物理メディアのリクエスト」

▼ My Oracle Supportを使用したファームウェアとソ
フトウェアのダウンロード

次のWebサイトに移動します。http://support.oracle.com

My Oracle Supportにサインインします。

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (拡張)」をクリックします。
画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、目的の製品が表示されるまで製品名のすべてまたは一部を入力しま
す。例:サーバー。

「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

「検索」をクリックします。

ダウンロードできるパッチが一覧表示されます。

入手できるダウンロードの説明については、58ページの「入手可能なソフトウェア
リリースパッケージ」を参照してください。

1

2

3

4

5

6

7
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ダウンロードするパッチを選択するには、そのパッチをクリックします (Shiftキーを
使用すると、複数のパッチを選択できます)。
アクションパネルがポップアップ表示されます。ポップアップパネルには、「計画
に追加」および「ダウンロード」オプションを含め、いくつかのアクションオプ
ションがあります。「計画に追加」オプションの詳細は、関連するドロップダウン
ボタンをクリックして、「なぜ計画を使用するのですか。」を選択してください。

パッチをダウンロードするには、ポップアップアクションパネルの「ダウン
ロード」をクリックします。
「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスが表示されます。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、パッチの zipファイルをク
リックします。
パッチファイルがダウンロードされます。

物理メディアのリクエスト
Oracle Webサイトからダウンロードできない場合は、物理メディアのリクエスト
(PMR)で最新のソフトウェアリリースを入手できます。

次の表に、物理メディアをリクエストするためのハイレベルタスク、および詳細情
報の入手先のリンクを示します。

説明 リンク

リクエストに必要な情報を収集します。 61ページの「物理メディアのリクエスト用の情報
を収集する」

オンラインまたはOracleサポートに電話して
物理メディアをリクエストします。

62ページの「物理メディアのリクエスト (オンラ
イン)」

63ページの「物理メディアのリクエスト (電話)」

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契
約が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します。
■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必須パッチを入手しま
す。最新のソフトウェアリリースおよびリクエストしているダウンロード
パッケージ (パッチ)の名前を知っていると、リクエストを実行しやすくなりま
す。

8

9

10
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■ My Oracle Supportにアクセスできる場合 – 60ページの「My Oracle Supportを使
用したファームウェアとソフトウェアのダウンロード」の説明に従って、最新
のソフトウェアリリースを確認し、入手可能なダウンロード (パッチ)を表示
します。パッチのリストを表示したあと、ダウンロード手順を続行しない場合
は「パッチ検索結果」ページからほかのページに移動できます。

■ My Oracle Supportにアクセスできない場合 – 58ページの「入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」の情報を使用して、必要なパッケージを確認
し、最新のソフトウェアリリースのパッケージを要求します。

■ 出荷情報を手元に用意します。リクエストの際に、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および出荷先住所を入力する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
リクエストを行う前に、61ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載された情報を収集します。

次のWebサイトにアクセスします: http://support.oracle.com。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの右上の「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションに、次の情報を入力します。

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンメニューで、次を選択します。

ソフトウェアおよびOSメディアリクエスト

b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、次の内容を入力します: Sun Server

X3-2 の最新ソフトウェアリリースの PMR。

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します。

質問 回答

メディアの入手をご希望ですか。 あり

どちらの製品ラインのメディアをご希望で
しょうか。

Sun製品

パッチをダウンロードするためのパスワード
に関する問い合わせでしょうか。

なし

CDやDVDでパッチをご希望ですか。 あり

始める前に

1

2

3

4
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質問 回答

パッチをCDやDVDでご希望の場合、パッチ
の番号、OSとプラットフォームをお知らせく
ださい。

希望するソフトウェアリリースのダウンロードご
とに、パッチ番号を入力してください。

ご希望の製品名とバージョンをお知らせくだ
さい。

製品名: Sun Server X3-2

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号

希望されているメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システムファーム
ウェアのみをリクエストする場合は、「一般」と
入力します。

メディアに言語は必要ですか。 なし

出荷先担当者の連絡先、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および出荷先住
所の情報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「ファイルのアップロード」の「関連ファイル」画面で「次へ」をクリックしま
す。

情報を指定する必要はありません。

「関連ナレッジ」画面で、リクエストに該当するナレッジ記事を確認します。

「リクエストの送信」をクリックします。

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
リクエストを行う前に、61ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載された情報を収集します。

次のOracle Global Customer Support Contacts Directoryにある該当する番号を使用し
て、Oracleサポートに電話をかけます。
http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Server X3-2の物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに
伝えます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

■ ソフトウェアリリースの情報にアクセスできない場合は、Sun Server X3-2の最新
のソフトウェアリリースをリクエストします。

6

7

8

9

10
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更新のインストール
次のセクションでは、ファームウェアとソフトウェア更新のインストールについて
説明します。

■ 64ページの「ファームウェアのインストール」
■ 64ページの「ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

ファームウェアのインストール
更新済みのファームウェアをインストールするには、次のいずれかを使用します。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerで最新の
ファームウェアをOracleから自動的にダウンロードすることも、Enterprise
Controllerに手動でロードすることもできます。どちらの場合も、Ops Centerで
ファームウェアを 1つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシにイ
ンストールできます。

詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、最新のファームウェアをOracle
からダウンロードしてインストールできます。

詳細は、『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用して、システム内部のファームウェアを更新できま
す。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmpでOracle Hardware
Management Packドキュメントライブラリを参照してください。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースまたはコマンド行インタフェースを使用して更新可能な唯一の
ファームウェアです。

詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31のOracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインス
トール
Oracle Hardware Management Packなどの、更新されたハードウェアドライバおよびオ
ペレーティングシステム (OS)関連のツールは、次のいずれかを使用してインス
トールできます。

更新のインストール
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■ Oracle Enterprise Manager Ops Center
詳細は、http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/044497.htmlを
参照してください。

■ Oracle System Assistant
詳細は、『管理』、「Oracle System Assistantを使用したサーバーの設定」を参照
してください。

■ JumpStart、KickStart、第三者のツールなどの、その他の配備機構。
詳細は、オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインストール
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